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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 
 

① 売上高 

平成29年３月期第３四半期（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）は、中核商品である「XNET

サービス」の売上高が2,913百万円（前年同期比12.7％増）となり、機器販売等を含めた売上高は2,924

百万円（前年同期比12.5％増）となりました。 

「XNETサービス」は増収基調を継続しており、平成28年３月期第３四半期以降、５四半期連続で10％

以上の増収を達成しております。第２四半期と同様、アプリケーションサービスについては、地方銀行

に対する個人向け信託管理システムの積極的展開を中心に新規顧客の獲得が進むとともに、既存顧客に

対しては、機関投資家のスチュワードシップ活動を支援するスチュワードシップ・ソリューションなど

のオプションサービスの導入によって、サービス契約額が増加しております。あわせて、ＡＭＯサービ

スについても好調を維持し、増収に寄与しております。 

機器販売等の売上高は11百万円（前年同期比13.3％減）となりました。 

売上高の内訳は以下の通りです。 
 

品 目 

平成 28 年３月期 

第 ３ 四 半 期 

平成 29 年３月期 

第 ３ 四 半 期 

金額 構成比 金額 構成比 前年同期比 

ＸＮＥＴサービス 
百万円 

2,586 

％ 

99.5 

百万円 

2,913 

％ 

99.6 

％ 

12.7 

機器販売等 12 0.5 11 0.4 △13.3 

合 計 2,599 100.0 2,924 100.0 12.5 

 
② 営業利益、経常利益、四半期純利益 

当第３四半期の利益については、営業利益522百万円（前年同期比4.9％増）、経常利益541百万円（前

年同期比4.6％増）となりました。 

利益についても売上と同様に、順調に推移しており、ＡＭＯサービスの増収に伴う委託費用の増加は

あるものの全体として高利益率を維持しています。結果として、目標とする経営指標の一つである売上

高営業利益率は17.9％となりました。 

四半期純利益については、378百万円（前年同期比11.2％増）となりました。 

 

(2) 財政状態に関する説明 
 

当第３四半期末の総資産は、前期末と比較して大きな変動は無く6,576百万円となりました。負債につきまし

ては、主に未払法人税等の減少により前期末比147百万円減の756百万円となりました。純資産は繰越利益剰余

金の増加により前期末比146百万円増の5,820百万円となり、自己資本比率は88.5％となりました。 

 

(3) 業績予想などの将来予測情報に関する説明 
 

当第３四半期の経営成績は概ね予想通りの水準となり、今後も予想通りの水準を達成すると見ております。 

この結果、平成29年３月期の通期業績予想は、平成28年10月28日発表「平成29年３月期第２四半期累計業績

予想との差異ならびに通期業績予想の修正に関するお知らせ」にて公表した業績予想値と変更ありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 
 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

（有形固定資産の減価償却方法の変更） 

当社は、有形固定資産の減価償却方法について、従来、定率法を採用しておりましたが、第１四半期

会計期間より定額法に変更しております。 

この変更は、当社の親会社である株式会社エヌ・ティ・ティ・データが有形固定資産の減価償却方法

を定率法から定額法に変更することを契機として、今後の有形固定資産の使用状況を見直した結果、今

後は当社のソフトウエアを顧客の設備（サーバー等）で利用するモデル（オンプレミス）から当社の設

備とソフトウエアを一体で利用するモデル（クラウドコンピューティング）へ移行する割合の増加が見

込まれることから、有形固定資産についても耐用年数にわたり安定的に使用される見込みであると評価

しました。 

よって、耐用年数にわたって均等に費用配分する償却方法が、上記固定資産の使用実態をより適切に

表すと判断し、第１四半期会計期間より定額法を採用することにいたしました。 

この変更による当第３四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は

軽微であります。 

 

(3) 追加情報 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）

を第１四半期会計期間から適用しております。 
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,123,262 924,765 

売掛金 217,450 178,466 

有価証券 - 100,235 

商品及び製品 - 429 

仕掛品 67,463 105,112 

前払費用 13,801 15,126 

繰延税金資産 46,480 18,160 

関係会社預け金 1,821,274 1,538,524 

その他 14,166 9,466 

貸倒引当金 △3,103 △2,801 

流動資産合計 3,300,795 2,887,484 

固定資産    

有形固定資産    

建物 32,519 32,519 

減価償却累計額 △19,791 △20,851 

建物（純額） 12,728 11,668 

工具、器具及び備品 99,779 102,768 

減価償却累計額 △92,530 △95,796 

工具、器具及び備品（純額） 7,248 6,972 

有形固定資産合計 19,977 18,640 

無形固定資産    

ソフトウエア 837,490 1,032,742 

ソフトウエア仮勘定 134,823 245,104 

電話加入権 993 993 

無形固定資産合計 973,307 1,278,840 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,033,254 2,128,063 

敷金及び保証金 150,532 150,532 

繰延税金資産 99,210 113,130 

投資その他の資産合計 2,282,996 2,391,725 

固定資産合計 3,276,280 3,689,206 

資産合計 6,577,076 6,576,691 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成28年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 12,389 5,529 

未払金 183,329 193,591 

未払費用 29,765 39,135 

未払法人税等 172,240 33,043 

未払消費税等 43,922 17,900 

前受金 29,928 1,138 

預り金 13,146 64,062 

賞与引当金 98,007 19,462 

役員賞与引当金 - 16,232 

流動負債合計 582,730 390,096 

固定負債    

退職給付引当金 317,204 362,656 

資産除去債務 3,683 3,746 

固定負債合計 320,888 366,403 

負債合計 903,618 756,500 

純資産の部    

株主資本    

資本金 783,200 783,200 

資本剰余金    

資本準備金 1,461,260 1,461,260 

資本剰余金合計 1,461,260 1,461,260 

利益剰余金    

利益準備金 17,397 17,397 

その他利益剰余金    

繰越利益剰余金 3,411,600 3,558,333 

利益剰余金合計 3,428,997 3,575,730 

株主資本合計 5,673,457 5,820,190 

純資産合計 5,673,457 5,820,190 

負債純資産合計 6,577,076 6,576,691 
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高    

役務収益 2,586,234 2,913,580 

商品売上高 12,905 11,193 

売上高合計 2,599,140 2,924,774 

売上原価    

役務原価 1,792,015 2,068,906 

商品売上原価    

商品期首たな卸高 73 - 

当期商品仕入高 10,411 8,869 

合計 10,485 8,869 

商品期末たな卸高 73 429 

商品売上原価 10,411 8,439 

売上原価合計 1,802,426 2,077,346 

売上総利益 796,713 847,427 

販売費及び一般管理費    

業務委託費 27,076 28,987 

給料及び手当 153,253 154,049 

賞与引当金繰入額 626 667 

役員賞与引当金繰入額 10,852 15,147 

退職給付費用 1,972 4,452 

法定福利費 12,016 12,672 

賃借料 8,937 9,247 

支払手数料 53,975 52,469 

貸倒引当金繰入額 50 △301 

その他 29,461 47,088 

販売費及び一般管理費合計 298,222 324,480 

営業利益 498,491 522,946 

営業外収益    

受取利息 4,165 2,560 

有価証券利息 14,550 15,294 

雑収入 624 956 

営業外収益合計 19,340 18,811 

経常利益 517,831 541,757 

税引前四半期純利益 517,831 541,757 

法人税、住民税及び事業税 158,670 151,040 

法人税等調整額 19,330 12,660 

法人税等合計 178,000 163,700 

四半期純利益 339,831 378,057 
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(3) 四半期財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 
 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 
 

（重要な後発事象） 

当社は、平成29年1月27日開催の取締役会において株式分割による新株式の発行を行う旨の決議をして

おります。当該株式分割の内容は、次の通りであります。 

 

１．株式分割の目的 

当社株式の投資単位当たりの金額を引き下げ、株式数の増加により株式の流動性を高めることで、投

資家の皆様により投資しやすい環境を整えるとともに、投資家層の拡大を図ることを目的としておりま

す。 

 

２．株式分割の概要 

（１）分割の方法 

平成29年３月31日（金曜日）最終の株主名簿に記録された株主の所有普通株式１株につき、２株

の割合をもって分割する。 

 

（２）分割により増加する株式数 

株式分割前の発行済株式総数 4,130,800株 

今回の分割により増加する株式数 4,130,800株 

株式分割後の発行済株式総数 8,261,600株 

株式分割後の発行可能株式総数 16,476,800株 （変更なし） 

 

（３）日程 

基準日公告日 平成29年３月１日 （予定） 

基準日 平成29年３月31日 

効力発生日 平成29年４月１日 

 

 

３．１株当たり情報に及ぼす影響 

当該株式分割が前会計年度の期首に行われたと仮定した場合における１株当たり情報はそれぞれ以

下のとおりであります。 
 

項目 

前第３四半期累計期間 

（自 平成27年４月１日 

至 平成27年12月31日） 

当第３四半期累計期間 

（自 平成28年４月１日 

至 平成28年12月31日） 

１株当たり四半期純利益金額 41円13銭 45円76銭 

 

 

４．その他 

（１）今回の株式分割に際しましては、資本金の額の増加はありません。 

 

（２）平成29年３月期（予想）の期末配当金につきましては、株式分割前の株式数を基準に公表してお

ります。 
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